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広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号２
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葉
や
木
や
根
、
そ
し
て
地
面
に
落
ち
た

腐
葉
土
な
ど
に
水
を
貯
め
る
こ
と
に
よ

り
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
水
が
浸
透
し
地
中
を
通

過
す
る
際
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
働

き
に
よ
っ
て
水
を
浄
化
し
て
い
ま
す
。
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空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
酸
素
を
排
出
す
る
こ
と
で
地
球

温
暖
化
を
抑
制
し
ま
す
。
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微
生
物
か
ら
動
植
物
ま
で
、
多
種

多
様
な
生
命
を
育
み
、
貴
重
な
遺
伝

子
資
源
を
守
っ
て
い
ま
す
。
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様
々
な
汚
染
物
質
や
騒
音
を
吸
収

す
る
な
ど
、
快
適
な
環
境
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
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森
林
を
歩
く
と
、
木
々
の
緑
な
ど

の
美
し
い
景
観
に
心
が
安
ら
ぎ
、
小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
小
鳥
の
さ
え
ず

り
、
木
々
の
香
り
を
感
じ
る
な
ど
、

五
感
を
通
し
て
私
た
ち
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
浴
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

街
中
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
よ
り
も
血
液

中
の
免
疫
細
胞
が
活
発
化
し
ま
す
。
血
液

中
に
は
、
が
ん
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
細

胞
に
対
す
る
免
疫
機
能
を
も
つ
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
キ
ラ
ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
森
林
浴
は
、
こ
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
の

活
性
を
高
め
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
放
出
す
る
抗

ガ
ン
タ
ン
パ
ク
質
も
増
加
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
生
体
の
抗
ガ
ン
能
力
な
ど
を
高
め
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
美
し
い
森
林
」
は
、
私

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
「
森
林
が
荒
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
が
そ
う
で
は

な
い
に
し
て
も
、
多
く
の
場
所
で
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
単
に
苗
木
を
植
え
る
だ
け
で

は
成
長
し
ま
せ
ん
。
豊
か
な
森
林
を
成
長

さ
せ
る
た
め
に
は
、
植
栽
し
た
木
が
あ
る

程
度
に
成
長
す
る
ま
で
雑
草
な
ど
を
取
り

除
く
下
草
刈
り
や
、
過
密
に
な
っ
た
木
を

間
伐
す
る
な
ど
、
こ
ま
め
に
「
人
の
手
」

を
加
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
森
林
を
育
て
た
人
が
収
穫
し
た

時
の
収
入
で
も
う
一
度
苗
木
を
植
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
森
林
は
今

後
も
育
て
ら
れ
、
維
持
さ
れ
続
け
て
い
き

ま
す
。

誰も見ていないから、ごみを捨ててしまおう・・・
森林を守るために、手を加えずに、自然のままにしておけばいい・・・

そう思っていませんか？
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号３

　常陸大宮市内では、森林の荒廃を防ぎ、美しい森林を残すため
に、次のような森林の整備が行われています。
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　ボランティア協議会と一般
の方によって尺丈山「百樹の
森」の植栽や間伐、下草刈りな
ど、整備活動を行っています。
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　グリーン協議会や常陸大宮
市森林組合職員、県内外の方
によって「おがわふれあいの
森」内の下草刈りや、枝打ち、
つる切り、間伐などの森林づ
くり活動が行われています。

��������	
��
�

　茨城森林管理署、常陸大宮
市役所、美和木材協同組合、
地元自治会等の協力を得なが
ら、毎年「ピジョン美和の森」
に植樹が行われています。
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Q１．日本で年間消費されている割り
箸はどのくらい？

　①１３億膳　②６５億膳　③２５０億膳

Q２．ガムなどに入っている甘み成分
で、木からとれるものは何？

　①ブドウ糖　　②キシリトール
　③ヒノキチオール

Q３．日本人が使っている木材の何割
を自給できている？

　①約２割　　②約３割　　③約６割

Q４．日本には何種類の樹木がある？
　①約１００種類　　②約４００種類
　③約９００種類

Q５．プロ野球選手のバットとして、
よく使われる材料は何？

　①ヒノキ　②アオダモ　③アカカシ

� 答　え �
Q１．③　江戸の後期から使われてお

り、年間の使用量は一人当
たり約２００膳になります。

Q２．②　キシリトールは、ブナ・カバ
の木から抽出されます。

Q３．①　平成１６年の木材自給率は約
２割（１８．４％）です。８割以上
を輸入に頼っています。

Q４．③　日本にある植物は約５，５００種
で、そのうち樹木は約９００種で
す。内訳は、広葉樹が約８００
種、針葉樹が約７０種です。

Q５．②　アオダモは、モクセイ科ト
リネコ属の落葉広葉樹です。
弾力性に富み強靱な木材で、
バット材として優れた性質
を持っています。

（固定資産概要調書より）



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号４
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　農地の規模縮小又は、離農を考えている農家から
農地を借り入れて、規模拡大を図る農家へ貸し付け
ができます。
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　市における農業振興地域の区域
����

農業委員会が定める標準小作料をもとに、当該農
地の条件等を勘案して算定します。

��������	
��

①認定農業者に優先的に貸し付けます。
②農業に従事する１６歳以上６５歳未満の方
③農地借入れ後、一定面積を超えること
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　野菜や花を育てるための小規模農園を利用するこ
とができます。

�����

　市内外を問わず誰でも利用できます。
���

　大宮東部コミュニティセンター敷地内
　（常陸大宮市小倉）
���

　１区画３６�
�����

　１区画あたり年間５，０００円
�����

　平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日まで
　（年度途中からでも使用できます。）
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　森林の間伐や木材搬出のために必要な作業道を整
備する方を対象に補助します。

�������

次のいずれかの間伐作業道を開設する場合となり
ます。
①全幅員３ｍで敷砂利２ｍの作業道
②全幅員２ｍで敷砂利なしの作業道

������

事業を実施する場合は、常陸大宮市森林組合での
手続きが必要となります。

＊注意事項

・市からの補助金は、事業申請者ではなく、常陸

大宮市森林組合に直接交付されます。

・事業申請者も費用を負担する必要があります。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号５
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　産業廃棄物である農業用使用済プラスチック類の
処理は、排出者（農家）自らが適正に処理すること
が法律で定められています。
　市では、常陸大宮市農業用使用済プラスチック適
正処理協議会を通じて年１回、回収しています。

�����

（１）登録料　１，０００円／戸
（２）処理料金
　①農業用使用済ビニール
　　　１０kgあたり　　４０円（※）
　②農業用使用済ポリエチレン等
　　　１０kgあたり　１７０円（※）
　※金額はＨ１８実施時の参考価格です。
＊注意事項
回収は来年２月頃を予定していますので、それま
で適切な管理をお願いします。
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　いのししやハクビシンなど獣類による農作物の被
害を防止するために、電気牧柵・トタン板・金網を
購入した方に対して補助を行っています。

����

　資材費の２分の１以内（補助の上限は、２５，０００円）
＊注意事項
資材を購入する前に、補助金交付申請書を提出し
てください。

�����������	
�����������
　林業の振興と地域産業の育成のため、地域材を使
用した住宅を建設した方に対して助成を行っています。

�����

次の要件を全て満たすことが必要です。
①市内に住宅を建設し、工事完了後速やかに入居
できること

②市内の建設業者が施工する住宅であること
③市税を滞納していないこと
④床面積６０�以上で自らが居住するための新設又
は増築の住宅であること

⑤県内で生産かつ加工された木材で市長が指定す
る機関が認める木材を１／２以上使用すること

����

１�あたり５，０００円（助成の上限は、６００，０００円）
＊注意事項
・改築は助成の対象外です。
・必ず工事着手日の前日までに補助金交付申請書
を提出してください。
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＊注意事項

　凍結期間中は、除外手続きができなくなります

ので、農用地内の田畑を農用地以外の目的で使

用したい方は、早めに除外申請をお願いします。

申請書受付期限協議会開催月
８月３１日（金）９月
１０月３１日（水）１２月
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号６

水道事業会計

※資本的支出額３億６，２６７万６千円に対して資本的収入額の不足額２億３，８０５
万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額
で補てんしました。

２６，５６４人給 水 人 口

９，８７１件給 水 件 数

２，９２１，８６０�
／年

有 収 水 量

１１，０７８�
一 日 最 大
給 水 量

９，７４４�
一 日 平 均
給 水 量

８２．２％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区分

１０１．１％
６億８，２３９万

６千円
６億７，５１６万

６千円
収入収　

益 ９９．２％
６億６，９９０万

９千円
６億７，５１６万

６千円
支出

１１４．３％
１億２，４６２万

６千円
１億９００万
８千円

収入資　

本 ９４．５％
３億６，２６７万

６千円
３億８，３７５万

７千円
支出

予算の執行状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表
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常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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市 債 の 状 況

構成比現　在　高科　　目

４．６%１３億２，５９７万９千円総 務 債

０．０４%１，０５８万４千円民 生 債

４．６%１３億１，６２１万９千円衛 生 債

３．３%９億５，７９９万５千円農林水産業債

０．５%１億３，１０８万５千円商 工 債

１２．６%３６億４，００３万９千円土 木 債

７．６%２１億９，６４８万６千円公 営 住 宅 債

１．５%４億４，２３７万６千円消 防 債

７．５%２１億６，５４２万７千円教 育 債

０．２%６，２１４万４千円災 害 復 旧 債

０．０６%１，６６１万５千円地域改善対策債

１５．１%４３億３，５３６万９千円合 併 特 例 債

１９．３%５５億６，８６３万３千円過疎対策事業債

２３．１%６６億３，７１５万７千円そ の 他

１００．０%２８８億６１０万８千円合 計

一般会計

※平成１９年３月３１日現在の住民基本台帳
人口４８,３５６人で算出しています。

※現在高には平成１８年度借入額を含みます。

��������	
���
 ��������	
�

１００．０%１，８３０万円国保診療施設勘定

１００．０%２８億３，９７２万４千円公共下水道事業債

１００．０%３２億６，６７３万１千円農業集落排水事業債

１００．０%１億８，３２７万４千円戸別浄化槽整備事業債

１００．０%１９億９，３２２万７千円上下水道事業債

１００．０%３０億７，０９２万７千円簡易水道事業債

１００．０%１億８，３５０万円宅地造成事業債

１００．０%３億６，３７９万円温 泉 事 業 債

特別会計
��������	
�

支出額並びにH１９年度への繰越額は含まれていません。

歳出　支出済額　178億2,340万５千円 （※）
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一般会計　予算現額　210億2,656万７千円

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額特別会計区分

４１億４，７３８万３千円４１億２，０６１万円４７億２１１万２千円事 業 勘 定国民健康
保 険 １億９，９８０万８千円２億８５９万円２億１，９５３万７千円診療施設勘定

４５億８，９７２万６千円４８億１，９２８万７千円５０億２，５７８万３千円老 人 保 健

４億７７６万５千円４億８，０５１万１千円７億４，９９０万円公 共 下 水 道 事 業

８８５万９千円２，９４１万４千円１，１１０万円公 営 墓 地

５億８，５９８万６千円６億２，１９１万８千円１１億１，３０１万８千円農業集落排水事業

２６億８，１９６万１千円２９億２，１８１万６千円２９億４，９９９万円介 護 保 険

７億２，７７１万９千円７億１，６９６万４千円９億３，８９６万７千円簡 易 水 道 事 業

３，３４６万２千円１，９７６万円５，３６２万４千円宅 地 造 成 事 業

８，６７３万５千円６，０４６万７千円１億１，６３０万円戸別浄化槽整備事業

８万８千円４８万６千円４０万円那珂地方公平委員会

１億７，０２８万１千円１億８，５８１万２千円１億８，５９５万円温 泉 事 業

主な財産の現在高
������
������������

���
��������	��

������
�������������

���
�����������

�������
����������	


������

問い合わせ先
����������������������
�����������	
��������
�	�
��
��

��������	
���������	�
���������	
���������	


※収入済額及び支出済額には、出納整理期間（H１９.４.１～H１９.５.３１）における収入額及び

歳入　収入済額　181億4,900万円 （※）　
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４
月　

日
、
静
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

１０

ブ
に
お
い
て
、
常
陸
大
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
催
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、　

万
円
が
奨
学
基
金
と
し
て

２０

市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp

　

５
月　

日
、
恒
例
の
嶐
郷
小
学
校
ク
リ
ー

２４

ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、

地
域
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
勤
労
と
奉
仕

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
、
自
分
た
ち
の
手

で
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
１
時
間
ほ
ど
学
校
周

辺
の
ご
み
や
空
き
缶
を
回
収
し
た
結
果
、
可

燃
ご
み
６
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
袋
、
空
カ

ン
に
つ
い
て
は
コ
ン
テ
ナ
１
箱
も
あ
り
ま

し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
り
、
周
辺
道

路
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
常
陸
大
宮
市
の
自
然
を
守
る
た

め
、
児
童
に
な
ら
い
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、地域の交通安全意識の高揚を図るた

め、毎月山方宿駅前において、シートベルト着用調査を実施しています。

合　計助手席運転席
調査日

着用率％着用数台数着用率％着用数台数着用率％着用数台数

95.422723887.5212496.3206214４月11日

91.412814081.0172193.3111119５月１日

91.619721574.1202794.1177188６月１日

　

６
月　

日
、
大
宮
東
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

１７

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
）
に
お
い
て
、
小
倉

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
本
部
の
方
を
講
師
に
招

き
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
倉
青
空
子
供
会
の

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
一
緒
に
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

小
さ
い
ポ
ン
プ
な
が
ら
も
ホ
ー
ス
か
ら
出

る
水
の
勢
い
は
子
ど
も
た
ち
が
思
っ
て
い
た

以
上
に
あ
り
、
初
め
は
驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
防
火
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
と
一
緒
に
ホ
ー

ス
を
持
ち
、
真
剣
に
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
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●４月～６月調査分



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号９

●
広
報
協
力
員
レ
ポ
ー
ト
●

中
山　

さ
ち
子
さ
ん

晴
天
に
恵
ま
れ
た
田
植
え

　

新
緑
に
映
え
る
５
月　

日
、
今
年
で

21

８
回
目
と
な
る
大
場
小
学
校
の
田
植
え

が
、
農
協
婦
人
部
（
小
野
地
区
３
人
）

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
５
・

６
年
生　

人
と
担
任
の
先
生
で
楽
し
い

12

雰
囲
気
の
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
田
植
え
は
、�
よ
み
が
え
れ
キ

ラ
メ
キ
の
古
代
米�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
植
え
た
苗

は
、
学
校
で
育
て
た
古
代
米
「
紫
米
」

「
黒
米
」「
茶
米
」「
餅
米
」
の
４
種
類
。

田
ん
ぼ
の
中
心
に
紫
米
、
そ
れ
を
囲
む

よ
う
に
３
種
類
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
穂
が
出
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

１９

定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら　

日
ま
で

２１

　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１６
　

こ
の
定
例
会
に
は
、
議
員
提
出
議
案

を
含
む　

議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の

１８

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案

条　
　
　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
山
方
自
然
生
態
観
察
施
設
淡

水
魚
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
（
常
陸
大
宮
市
職
員
定
数
条
例
・
常

陸
大
宮
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
・
常
陸
大
宮
市
消
防
団

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
・
常
陸
大
宮
市

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
４
件
の
一
部
改
正
）

そ
の
他
の
議
案

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
に
つ
い
て

人
事
案
件

＊
敬
称
略

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

・
森
田　

節
子
（
泉
）

○
人
権
擁
護
委
員

・
大
森　

智　
（
長
倉
）

・
木
村　

孝
吉
（
舟
生
）

平
成　

年
度
補
正
予
算

19

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

議
員
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

○
常
陸
大
宮
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

����������
　

６
月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
県
民
と

２８

知
事
と
の
対
話
集
会
「
知
事
と
語
ろ
う
『
明

日
の
茨
城
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
県
民
と
知
事
が
、
直
接
県

政
の
課
題
等
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
合
い
、

そ
の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
行
政
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
住
み
よ

い
茨
城
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
県
道
な
ど
の
道
路
整
備

や
交
通
事
故
対
策
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
の

本
県
産
物
の
Ｐ
Ｒ
、
山
林
の
活
性
化
な
ど
、

県
政
全
般
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
身
近

な
地
域
の
問
題
、

要
望
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
発
な

質
問
や
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

������������������������������������������������������������������������������������������������������

市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定
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市
議
会
定
例
会



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号１０

　

市
で
は
、「
常
陸
大
宮
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
情

報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
保
有
す
る
行
政
情
報
の
開
示
請
求
は
、
市
民
の
方
や

市
内
に
お
勤
め
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
行
政
情
報
は
、
開
示
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
公
共
の
利
益
を
守
る
た

め
、
特
定
の
個
人
が
認
識
さ
れ
る
情
報
や
市
が
行
う
事
務
事

業
の
目
的
を
失
わ
せ
る
情
報
又
は
適
正
な
実
施
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
な
ど
は
、
非
開
示
又
は
部

分
開
示
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
さ
れ
た
情
報
が
な
い
場
合
は
、
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

情報開示請求手続きについて

　情報の閲覧や複写したい行政情報があ
るときは、本庁総務課に請求書を提出し
てください。情報を閲覧する場合は無料
ですが、複写を希望する場合は実費が必
要になります。具体的な情報名が分から
ない場合は、総務課で情報目録を参照す
ることができます。

◆問い合わせ先◆

　本庁総務課　�５２－１１１１　内線３１５

情
報
公
開
の

開
示
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平成���年度

●開示請求のあった情報の内容と開示・非開示の決定状況

決定状況請 求 内 容実施機関

全部開示（任意）工事入札関係（１件）

市 長

全 部 開 示市民バス関係（３件）

全 部 開 示市出資法人の経営状況報告書（３件）

一 部 開 示市民バス関係（１件）

全 部 開 示農林関係（１件）

一 部 開 示農林関係（２件）

全 部 開 示税関係（１件）

一部開示（任意）水道関係（１件）

全 部 開 示生活保護関係（１件）

全 部 開 示廃棄物関係（１件）

全 部 開 示委員会議事録（２件）

議 会 全 部 開 示議員名簿（１件）

一 部 開 示委員会報告書（１件）

一 部 開 示小学校建設検討委員会関係（１件）
教育委員会

全 部 開 示就学援助費関係（１件）

非 開 示議会解散請求署名関係（１件）選挙管理委員会

※情報不存在の件数は、含みません。

※（　）内は、任意的開示の件数

●情報開示実施状況

不 服
申 立
件 数

情 報
不存在

開示または非開示の決定件数

請求
件数

実施状況

実施機関名

非開示
開 示

う ち
一部開示

う ち
全部開示

０００４
（１）

11
（１）1515市 長

０１０１３４５議 会

０１０１１２３教育委員会

００１０００１選挙管理委員会

計
任意的開示
申 出 件 数

開示請求件数
実施状況

実施機関名

15２13市 長

５０５議 会

３０３教育委員会

１０１選挙管理委員会

24２22計

●情報開示請求の件数
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　平成１８年６月の健康保険法等の改正に伴い、平成２０年４月１日から新たな「後期高齢者医療制度」が始まります。
これにより、後期高齢者は現在加入している国保や社保（被扶養者を含みます。）を脱退し、後期高齢者医療制度に
加入することになります。対象となる方は次の方ですが、常陸大宮市老人保健受給者は全員が該当となります。

＜加入者＞

①７５歳以上の者

②６５歳以上７５歳未満の者で、一定の障害を持ち、広域連合長が認めた者

　後期高齢者医療制度に関する事務を広域にわたり処理するため、県内すべての市町村で組織する「茨城県後期
高齢者医療広域連合」が設立されました。現在、後期高齢者医療制度施行に向けた準備に取り組んでおり、平成
１９年度中に必要な事項を決定していきます。
　今後、後期高齢者医療制度の内容について随時紹介していきます。

　茨城県後期高齢者医療広域連合は、県内すべての市町村が加入し、後期高齢者医療に関する事務を広域にわた
り処理するための「特別地方公共団体」です。茨城県後期高齢者医療広域連合は、後期高齢者医療制度全体の財
政を運営していく組織です。後期高齢者の方の各種申請等の窓口取扱いは、現在と同様に市町村が行います。
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　６月３・１０・１７日と３日間にわたり市野球連盟主催
（塩澤實会長）の野球大会が西部総合公園多目的グラン
ド他２会場で行われ、３３チームが参加しました。

優　勝　　ＣＬＵＢウィングス
準優勝　　常陸大宮市役所
第３位　　ＩＮＳＴＡＮＴ
 　　石澤クラブ

☆順不同・敬称略

　６月３日、市バドミントンクラブ主催（片岡正徳会
長）の市民バトミントンフェスタが西部総合公園体育
館において開催され、７１人が参加しました。

【男子ダブルス】

優　勝　　小川原英樹・渡辺　博之
準優勝　　益子　　泰・佐藤　一彦
第３位　　菊池　紀幸・森　　智洋

【女子ダブルス】

優　勝　　佐々木桂子・野上　由香
準優勝　　坂場絵美子・高倉　加奈
第３位　　小口　弘子・田澤　美香

【初心者ダブルス】

優　勝　　平山　茂大・大谷　康之
準優勝　　菊池　一斗・堀　　昭則
第３位　　鈴木　秀行・鈴木　克弥

���������	
�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲優勝したCLUBウィングスの皆さん

　市ゴルフ連盟主催（萩谷勝夫会長）の市民ゴルフ大会
が６月１０日に久慈川カントリークラブで行われました。
　当日は、１２３人の参加のもと競技は新ペリア方式で
行われ、上位入賞者は次のとおりです。

男子ベストグロス　　増子　秀典　７１（３４・３７）
女子ベストグロス　　会沢　睦子　８６（４１・４５）

�������

▲

優
勝
し
た
関
英
之
介
さ
ん（
右
）

ネットＨＤＣＰグロス氏　　名順　位
７０．０１２．０８２関　英之介優　勝
７０．２１０．８８１海老根純也準優勝
７１．００．０７１増子　秀典第３位
７１．０６．０７７関根　輝昭第４位
７１．０６．０７７神永　克也第５位

���������	
�
　６月１０日、市バレーボール連盟主催（中村稔会長）
による、第３回ミックスバレーボール大会が西部総合
公園体育館で行われ、２６チームが参加しました。

優　勝　　フォルターズ
準優勝　　西野内チーム
第３位　　ＪＢクラブ
 　　グルービー

▲優勝したフォルターズの皆さん
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　５月２９日、総会において平成１８年度事業報告、決算報告、
平成１９年度事業計画、予算について承認を受けました。今
後更に平成２０年の開催に向けて準備を進めていきます。
　また、国民文化祭を盛り上げていくために、各市町村で
国民文化祭プレイベン
トが開催されていきま
す。プレイベントの日
程、内容は「国民文化
祭・いばらき２００８ホー
ムページ」や常陸大宮
市旬報でお知らせして
いきます。
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「小皿」

佐藤　　茂

「皿」

岸　美恵子

「急須」

柏原恵美子

「茶碗」

粕谷　靖子
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　夏の風物詩といえば・・・。そう、花火です。皆さんも自宅前やキャンプなどで花火をする機会が増え
るのではないでしょうか。
　子どもたちにとってもおもちゃ花火は身近なもの。楽しい花火も使用法や注意事項を守らないと大きな事
故や火災につながります。必ず注意書を読み、マナーとルールを正しく守って花火遊びを楽しみましょう。
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　夏は屋外の活動が多くなり、楽しみと背中合わせに危険もいっぱいです。そのひとつが「虫刺され」で、
痛みやかゆみが主な症状です。中でも攻撃性の強いスズメバチは、命にかかわる場合もあるので注意が必要
です。毒そのものが命に関わることはありませんが、蜂の毒に過敏に反応してしまうアレルギーを持った人
の場合は、呼吸困難、血圧低下などを起こし危険な状態になることがあります。もし刺されたら毒液は、水
に溶けやすいため傷口を冷水でよく洗い流し、腫れたり赤くなったら冷やしてください。少しでも様子がお
かしいと感じたら、救急車を呼びましょう。ムカデでもアレルギー反応を起こす人もいます。様子がおかし
いと思ったら、早めに医療機関で受診しましょう。
　蜂に襲われないためには、近づいたりむやみに動いたりすると蜂は攻撃されたと思い攻撃してきますの
で、蜂を刺激しないようにしましょう。また、蜂は黒い色や花柄の服、香水や整髪料など匂いのするものに
敏感に反応するので、ハイキング等は身支度にも気をつけましょう。

　６月３日、塩田公民館において東消防署の職員を講師に、普通救
命講習会を実施しました。
　団地内でも高齢化が進み「いざという時に隣近所助け合おう」と
いう機運が高まり、開催されたものです。
　当日は、救急講義から始まり心肺蘇生法、ＡＥＤの取扱いの実技
を行いました。
　「心肺停止状態の人と遭遇した場合は、救急車を要請してからの
救命処置がその人の命を救う決め手」となることを忘れず、今後、
万が一の為の備えにしてほしいものです。

　平成１９年度新入団員研修会を６月１０日、大宮東部地区コミュニティセンター（小倉）及び消防広場で行
いました。今年度は６７人の新団員とともに女性団員２５人が新たに加わり、市の消防防災活動に勤めます。
　毎年、この時期になると新入団員は研修を行い、消防団員の任務・
歴史、災害現場での活動要領を学び、敬礼の仕方、小隊・中隊での整
列、ホースの延ばし方などの実技訓練を実施します。このような訓練
を行うことで団員の責任感や団結心を養い、実際の現場での消防防災
活動でスムーズな対応が可能になります。消防防災活動においてこの
若い力に期待したいと思います。
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校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
温

か
い
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

に
こ
に
こ
タ
イ
ム
（
毎
月
第
３
月
曜
日
）

に
６
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
異
年
齢
集
団
で

の
遊
び
を
行
っ
た
り
、
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ー

 （
毎
月
第
２
火
曜
日
）
に
愛
校
作
業
と
し
て
、

校
庭
の
除
草
や
花
壇
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
縦
割
り
班
活
動
は
、
運

動
会
や
縄
跳
び
集
会
な
ど
運
動
関
係
の
種
目

に
も
取
り
入
れ
て
幅
広
い
活
動
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
児
童
の
自
主
的

な
活
動
を
重
視
し
て
、
計
画
の
段
階
か
ら
話

し
合
い
活
動
を
十
分
に
取
り
入
れ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
��
�
��
�

　

以
前
は
、
全
校
児
童
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
３
年
生
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、　

月
後
半
よ
り
ス
タ
ー
ト

１１

し
ま
す
。
ま
ず
初
め
に
、
地
域
の
方
よ
り
卵

を
い
た
だ
き
、
水
槽
で
１
週
間
ぐ
ら
い
か
け

て
、 
孵  
化 
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
水
の
管
理

ふ 

か

や
餌
や
り
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
い
、
育
て
て

い
き
、
３
月
前
半
に
緒
川
に
放
流
し
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
は
、
環

境
や
生
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
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�
�
�
�
�
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本
校
は
、
市
北
部
に
位
置
し
、
周
り
は
畑

や
山
に
囲
ま
れ
、
緑
豊
か
な
自
然
い
っ
ぱ
い

の
学
校
で
す
。
近
く
に
緒
川
が
流
れ
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
理
科
の
学
習
で
は
、
こ

の
恵
ま
れ
た
自
然
を
十
分
に
利
用
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
７
学
級
１
４
２
人
の
児
童
が
毎
日
元

気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
遠
距
離
通
学
が
多

く
、
約
３
分
の
１
の
児
童
が
定
期
バ
ス
を
利

用
し
て
通
学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以

前
よ
り
放
課
後
を
使
っ
た
活
動
が
で
き
な
い

た
め
、
た
か
だ
て
タ
イ
ム
（
学
校
裁
量
の
時

間
）
を
設
け
、
漢
字
や
計
算
な
ど
の
基
礎
基

本
の
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
も
厚
く
、
今
年

６
月
か
ら
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在　

人
の
児
童
が
こ
の
制
度
を
利

１４

用
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学

　

最
初
は
、　

周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
行

１０

わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
毎
年
の
恒
例
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
実
施
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
毎
年
話
し
合
っ
て
決
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
、 
御  
輿 
づ
く
り
・

み 
こ
し

昔
遊
び
・
収
穫
祭
（
学
習
発
表
会
）
の
三
つ

の
内
容
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
大
枠
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま

す
が
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
つ
の

地
区
の
地
区
委
員
を
中
心
と
し
て
地
区
独
自

の
内
容
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
よ
り
実
態
を
把
握
し
た
地
域
密
着
型
で

実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
・
保
・
小
の

連
携
の
一
環
と
し
て
、
近
隣
の
３
つ
の
幼
稚

園
児
や
保
育
園
児
を
招
待
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、　

月
２
日
に
開
催
し
ま
す
。

１１

地
域
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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児童数：142人
(上小瀬751　�56－3704）
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めざす児童像



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号１６
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症　　　　　　　　状分　類
めまい・失神、筋肉の硬直、大量の発汗Ⅰ度
頭痛・気分不快・嘔吐・倦怠感Ⅱ度
意識障害・痙攣・高体温Ⅲ度
＊ⅠからⅢに進むにつれて重症度が増します。
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〈お詫びと訂正〉　６月号（No．３３）中に１日３０回よく噛んでとありましたが、一口３０回の間違いでした。
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対　　　　　　　　応ラ　　ン　　ク気温

・屋外での運動は極力さけ、炎天下にいる時間を短くする。厳重警戒
（熱中症の発生が極めて多くなると予想される）

３１～
３５℃

・運動をする場合は、こまめに休息をとり水分を補給する。
・外を歩いていて、頭痛や吐気、ふらつきなどの熱中症の前兆
を感じたら涼しい場所で休む。

警　戒
（熱中症の発生が多くなると予想される）

２８～
３１℃

・高齢者や乳幼児は知らないうちに熱中症になっていることが
あるので特に注意が必要。
・服装は吸湿性や通気性のよい素材で、色も熱を吸収しない白
色系にするとよい。
・飲酒や疲労、睡眠不足が熱中症のきっかけとなるので注意が必要。

注　意
（少数ではあるが熱中症の発生が予想される）

２４～
２８℃

・日常生活では、熱中症の危険はほとんどないが、激しい運動
　（マラソンなど）では、熱中症の恐れがある。

ほぼ安全
（熱中症の発生はほとんどないと予想される）

２４℃
まで

【日本気象協会　日本体育協会運動指針より】
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号１７
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人々の健康不安に付け入り高額な商品を売りつける催眠商法の被害が増えています。

≪問い合わせ先≫
茨城県消費生活センター � ０２９－２２４－４７２２
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）
 � ５２－２１８５（直通）
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　催眠商法とは、本当は健康器具や羽毛布団等の高額商品を販
売するのが目的ですが、これを隠して、無料の商品や商品引換
券などを配って閉め切った会場に誘い込み、関心が高い健康に
関する話をしたり、日用品等をタダ同然で配って雰囲気を盛り
上げ、最後には、高額商品を売りつける商法です。
　最近では、「小売店を開店するので
挨拶に来ました」などと業者が訪問し
てきてチラシと日用品を置いて行き、
新規開店を装って格安の食料品などを
販売して人を集める手口もみられます。

���������

①　鍋に湯を煮立て、白菜を下茹でし、ザルに広げて熱いうちに塩をふっておく。
②　豆腐は水切りし、干ししいたけは戻して千切りにする。
③　人参は花型に切り下茹でし、切り残しはみじん切りにしておく。
④　ボールに豆腐、しいたけ、みじん切り人参と卵を混ぜ合わせ半分に分け、カニ缶、鶏挽き肉を別々
に混ぜ４等分にする。

⑤　①の白菜に④をのせて包み、包み終わりを下にして蒸し器で１０～１５分くらい蒸す。
⑥　鍋にだし汁、しいたけの戻し汁を煮立て、調味し水溶き片栗粉でとろみをつけ、花型人参・ぎんな
んを加えてあんかけを作る。

⑦　皿に切り分けた白菜をのせ、あんかけをかけ、柚子の皮の薄切りと小口切りの小ねぎを飾る。
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白　菜 大８枚 塩 １� 木綿豆腐 １丁 卵 　　　１個
干ししいたけ 大２枚 カニ缶 ２００� 鶏挽き肉 １６０�

〈あんかけ〉
だし汁 ３００� 片栗粉 ６� 戻し汁 ５０�
花型人参 １２枚 砂　糖 １２� ぎんなん ２０個
みりん ２０� 柚子の皮 少々 塩 ３�
小ねぎ 少々 醤　油 ９�



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号１８

　

大
岩 
下  
郷 
集
落
に
は
地
元
の
氏
子
十
五
軒

し
も 
ご
う

で
守
っ
て
い
る
「 
瘡  
守  
稲  
荷  
神  
社 
」
と
い
う

か
さ 
も
り 
い
な 
り 
じ
ん 
じ
ゃ

小
さ
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い

名
前
の
神
社
で
す
が
、
病
と
闘
っ
て
き
た

人
々
の
願
い
の
込
め
ら
れ
た
神
社
な
の
で
す
。

�
�
�
�
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疱
瘡
と
い
う
病
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

 
痘  
瘡 
、 
天  
然  
痘 
と
も
言
わ
れ
る
感
染
症
で
現

と
う 
そ
う 

て
ん 
ね
ん 
と
う

在
は
撲
滅
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江

戸
時
代
ま
で
は
多
く
の
人
が
一
生
に
一
度
は

か
か
る
病
で
し
た
。
発
熱
し
、
体
中
に
ぶ
つ

ぶ
つ
と
発
疹
が
現
れ
、
掻
く
と
あ
ば
た
に

な
っ
て
跡
が
残
る
た
め
、
よ
く
「
疱
瘡
の
見

目
さ
だ
め
、
は
し
か
の
命
さ
だ
め
」
な
ど
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
顔
に
あ
ば
た
が
残
る
こ
と

で
嫌
が
ら
れ
た
病
気
で
す
が
、
子
ど
も
が
か

か
る
と
命
に
も
か
か
わ
る
危
険
な
病
気
だ
っ

た
の
で
す
。

　

よ
う
や
く
幕
末
頃
か
ら
「 
種  
痘 
」
と
い

し
ゅ 
と
う

う
免
疫
療
法
が
輸
入
さ
れ
広
が
り
始
め
ま

し
た
。
疱
瘡
は
は
し
か
と
同
じ
よ
う
に
一

度
か
か
れ
ば
二
度
と
か
か
ら
な
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
性
質
を
生
か
し

て
、
弱
い
ウ
イ
ル
ス
を
皮
膚
に
接
種
し
、

免
疫
を
作
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

で
は
そ
れ
以
前
は
？

　

対
処
法
が
な
い
の
で
神
仏
へ
祈
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
疱
瘡
神
を
祀
る
こ
と
で
疱

瘡
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
か
か
っ
て

も
軽
く
済
む
よ
う
に
願
っ
た
の
で
す
。
そ

の
代
表
的
な
神
社
が
瘡
守
神
社
で
、「
笠

森
神
社
」
と
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
東
京
谷
中
の
笠
森
稲
荷
神
社
は

美
人
画
の
「
笠
森
お
せ
ん
」
と
と
も
に
有

名
で
す
。

　

大
岩
下
郷
集
落
に
は
市
内
唯
一
の
瘡
守

稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
で
き
も
の

を
「
く
さ
」
な
ど
と
言
っ
た
た
め
、「
く

さ
っ
ぽ
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
、
で
き
も
の

が
で
き
る
と
土
だ
ん
ご
を
丸
め
て
供
え
、

治
癒
を
願
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
は
地
元

の
人
々
か
ら
「
お
稲
荷
さ
ん
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
た
め
、
も
と
も
と
疱
瘡
や

で
き
も
の
の
神
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
二
月
の
初
午
と
十
一
月
十
二
日
の

お
祭
に
は
赤
飯
、
油
揚
げ
、
ツ
ム
ジ
ッ
カ

エ
リ
（
ス
ミ
ツ
カ
レ
＝
茨
城
県
西
部
・
栃

木
県
の
郷
土
料
理
で
鮭
の
頭
を
煮
込
ん
だ

も
の
に
粗
く
お
ろ
し
た
大
根
・
人
参
・
酒

粕
・
油
揚
げ
な
ど
を
刻
ん
で
入
れ
、
長
時

間
煮
込
ん
だ
も
の
）
を
お
供
え
し
、
氏
子

た
ち
は
神
社
下
の
個
人
宅
で
お
茶
飲
み
を

し
て
解
散
し
ま
す
。
こ
の
神
社
の
社
殿
は

ワ
ラ
ホ
ウ
デ
ン
で
、
十
一
月
の
お
祭
で
そ

の
年
の
当
番
が 
注  
連  
縄 
と
と
も
に
造
り
替

し 

め 
な
わ

え
て
い
ま
す
。
写
真
の
よ
う
に
瘡
守
稲
荷

神
社
、
大
山
祇
神
社
、
熊
野
神
社

の
三
社
が
並
ん
だ
ワ
ラ
ホ
ウ
デ
ン

を
造
り
ま
す
。
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種
痘
と
い
う
予
防
医
学
が
広
ま

る
前
に
は
護
符
や 
呪 
い
な
ど
の

ま
じ
な

「
神
頼
み
」
が
唯
一
の
方
法
で
し

た
。
疱
瘡
を
も
た
ら
す
疫
神
は
赤

色
を
嫌
が
る
と
さ
れ
、
赤
い
色
の

呪
符
や
玩
具
、
疱
瘡
神
を
退
治
し

た
と
さ
れ
る 
源 

み
な
も
と
の 
為  
朝 
の
絵
札
を
掲
げ
る

た
め 
と
も

な
ど
様
々
な
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
興
味
深
い
の
は
「
疱
瘡
神
の
詫
び
証

文
」
と
称
さ
れ
る
証
文
が
時
た
ま
発
見
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
栃
木
県
や
茨
城

県
の
南
西
部
を
中
心
に
関
東
地
方
に
特
徴

的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
市
内
で
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

五
名
の
疱
瘡
神
か
ら
、
疱
瘡
除
け
の
力

が
あ
る
と
さ
れ
る
「
若
狭
小
浜
六
郎
左
衛

門
」
あ
る
い
は
「
仁
賀
保
金
七
郎
」「
鎮

西
八
郎
」（
源
為
朝
の
こ
と
）
等
宛
に
、

疱
瘡
を
流
行
ら
せ
た
悪
事
を
反
省
し
、
六

郎
左
衛
門
ら
の
名
の
記
さ
れ
た
家
に
は
決

し
て
入
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
が
書
か
れ

た
も
の
で
、
護
符
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
自
分
で
書
き
写
し
た
り
、
行
者

の
よ
う
な
人
物
が
販
売
し
た
り
し
て
広

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
家
の
門
口

に
貼
っ
た
り
神
棚
に
置
か
れ
た
り
し
た
も

の
で
し
ょ
う
。
文
書
の
中
に
疱
瘡
に
罹
っ

た
子
ど
も
の
名
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
疱
瘡
を
軽
く

済
ま
せ
て
成
長
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う

親
た
ち
の
切
な
る
願

い
が
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
で
す
。

　

※
吉
村
一
氏
に
聞

き
取
り
調
査
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▲瘡守稲荷神社（大岩下郷）

▲疱瘡神の詫び証文（大町昌寿家文書）



広報　常陸大宮　　　　平成１９年７月号１９
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開催まで
１ １ ７あと 日

（７月17日現在）

常陸大宮市の人口（６月１日現在・推計常住者）

総人口４６，９８７人（男２２，９５３人、女２４，０３４人）
世帯数１６，２１５世帯
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日

会場　常陸大宮市西部総合公園体育館

　6月29日、“ドクターナダレンジャーの自然災害科学実験教室”と

題して、なだれをはじめとした自然災害の教室が塩田小学校の体育

館で行われました。

　当日は、塩田小学校の児童と保護者をはじめ、玉川小学校、大賀

小学校の 5 年生も参加。ナダレンジャーというなだれの先生が、生

徒の前でなだれな

どのメカニズムについて、先生が考案した道具を使って

生徒に分かりやすく説明を行ったり、子どもたちと一緒

にペットボトルを使って液状化現象のメカニズムが分か

る道具を作りました。

　子どもたちは、真剣に先生

の説明を聞いたり、積極的に

手をあげたりして、楽しそう

に参加していました。
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　平成18年度宝くじ助成事業として、常陸大宮市

大宮運動公園の市民プール内に児童プールが完成し

ました。

　完成したプールは、水面積300㎡、水深55㎝ で

特徴的な形になっており、プール内にはきのこ型の

噴水が設置されています。プールサイドには、幅広

スライダーやアクアエッグ、ウォーターガンなど、

いろいろな遊具も設置されています。

　プール開放日の7月1日には、家族連れや子ども

たちが初泳ぎを楽しんでいました。




